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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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職
員
、
金
東
日
（
キ
ム
ド
ン

イ
ル
）
氏
を
初
め
て
大
会
に

招
待
し
、
日
韓
の
税
務
労
働

者
の
交
流
を
進
め
た
こ
と
で

す
▼
キ
ム
さ
ん
は
韓
国
国
税

庁
内
部
の
電
子
掲
示
板
に
意

見
表
明
し
た
こ
と
で
同
庁
か

ら
解
雇
さ
れ
、　

ヵ
月
の
復

30

職
闘
争
を
闘
い
、
昨
年　

月
11

　

日
に
大
法
院
の
解
雇
無
効

24判
決
を
勝
ち
取
り　

月
1
日

12

か
ら
「
納
税
者
保
護
官
」
と

し
て
復
職
し
ま
し
た
▼
今

回
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
も
廻
り
、
帰
国
の
日
の
朝

に
は
税
務
署
前
で
の
ビ
ラ
ま

き
に
も
参
加
す
る
な
ど
強
行

日
程
で
し
た
が
、
積
極
的
か

つ
真
摯
に
対
応
さ
れ
お
互
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
国

家
公
務
員
全
体
で
み
て
も
先

駆
的
な
と
り
く
み
で
、
今
後

も
継
続
し
た
交
流
を
確
認
し

た
有
意
義
な
企
画
で
し
た
。

今
年
の
全
国

大
会
は
実
り

多
い
大
会
で

し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
は
、

韓
国
の
税
務

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

三
手
目
が
白
の
眼
形
を
奪
う

好
手
で
す
。

（　

分
で
二
、
三
段
以
上
）

10

　

今
大
会
は
、
消
費
税
増
税

の
露
払
い
と
し
て
公
務
員
攻

撃
が
激
化
す
る
中
、
賃
下
げ

違
憲
訴
訟
原
告
団
３
７
０
名

へ
の
支
援
署
名
、
９
月
全
国

統
一
行
動
、　

月
の
中
央
行

１１

動
へ
の
結
集
、
退
職
手
当
削

減
法
案
阻
止
の
国
会
請
願
署

名
な
ど
の
取
り
組
み
が
田
山

書
記
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
全

国
税
は
「
い
か
な
る
賃
下
げ

に
も
反
対
」
の
旗
を
掲
げ
続

け
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

通
則
法
施
行
で
手
続
き
増
大

　

東
京
地
連
の
菅
原
代
議
員

か
ら
、
通
則
法
改
正
で
手
続

き
を
確
実
に
行
う
た
め
に
も

１
月
以
降
の
計
画
件
数
を
立

て
な
い
等
の
意
見
を
皮
切
り

に
、
い
ま
ま
で
電
話
で
告

　

全
国
税
は
、
８
月　

日
か
ら　

日
の
2
日
間
、
東
京
都
内
で
第　

回
定
期
大
会
を

19

20

70

開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
延
べ
1
4
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

政
府
に
よ
る
道
理
な
き
賃
下
げ
を
は
じ
め
、
嵐
の
よ
う
な
公
務
員
攻
撃
に
立
ち

向
か
い
な
が
ら
職
場
の
管
理
強
化
や
マ
ス
キ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ャ
ル
化
、
新
徴
収
シ
ス

テ
ム
の
強
行
な
ど
の
労
働
強
化
に
反
対
の
た
た
か
い
を
繰
り
広
げ
、
職
場
の
中
に

「
さ
す
が
全
国
税
」
の
声
を
ひ
ろ
げ
た
1
年
間
で
し
た
。
こ
の
1
年
の
運
動
を
総
括

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
運
動
方
針
の
確
立
、
組
織
的
将
来
展
望
を
拓
く
国
公
一
般

へ
の
二
重
加
盟
を
決
定
し
た
画
期
と
な
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

知
、
加
算
税
決
定
し
て
い
た

膨
大
な
源
泉
の
未
納
整
理
を

ど
う
す
る
の
か
（
東
北
地

連
・
佐
藤
代
議
員
）、
審
理
担

当
者
が
局
と
の
板
挟
み
と
な

り
、
証
拠
保
全
の
コ
ピ
ー
で

税
理
士
か
ら
苦
情
（
四
国
地

連
・
前
川
中
執
）
な
ど
次
々

と
リ
ハ
リ
ハ
の
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
キ
ン

グ
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
化
の
管
理

強
化
に
加
え
新
た
な
労
働
強

化
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ゆ
と

り
と
誇
り
あ
る
職
場
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
注
視
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
2
日
間
、の
べ　

名
参
加
で
活
発
な
議
論
展
開

144

憲
法
違
反
の
暴
挙
を
許
さ
ず
全
国
税
の
前
進
を

私
た
ち
の
運
動
は
大
き
な
節
目

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
5
月
の
賃
下
げ
を
迫
ら

れ
た
総
務
省
交
渉
以
降
、
職
場
、

地
域
の
運
動
を
基
礎
に
切
り
下

げ
を
許
さ
な
い
闘
い
を
起
こ
し

て
、
年
内
の
切
り
下
げ
を
抑
え

て
き
ま
し
た
。
政
府
は
2
月　
29

日
、
民
自
公
の
三
党
合
意
を
基

に
賃
金
切
下
げ
法
を
強
行
採
決

さ
せ
ま
し
た
。
人
事
院
勧
告
制

度
を
無
視
し
た
こ
の
憲
法
違
反

の
暴
挙
に
対
し
、
私
た
ち
は
国

公
労
連
の
違
憲
訴
訟
団
に
4
人

の
代
表
を
選
出
し
、
職
場
内
外

に
そ
の
理
不
尽
さ
、
不
当
性
を

訴
え
る
闘
い
を
展
開
し
て
い
ま

「
被
災
地
局
署
任
せ
」
と
し
た
国

税
庁
方
針
を
「
国
税
庁
を
挙
げ

た
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
」

に
切
り
替
え
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

脱
原
発
の
運
動
は
特
筆
す
べ

き
日
本
版　

％
運
動
で
す
。
毎

99

週
金
曜
日
の
官
邸
抗
議
の
波

は
、
現
在
も
大
き
く
広
が
り
、

大
手
メ
デ
ィ
ア
も
報
道
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
こ
の

行
動
に
参
加
し
た
組
合
員
に
も

大
き
な
展
望
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

　

今
大
会
で
の
議
論
が
、
全
国

各
地
の
運
動
の
交
流
を
深
め
職

場
全
体
の
も
の
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
そ
の
後
政
府
は
、
退
職
金

の
4
0
2
万
円
切
下
げ
の
閣
議

決
定
を
行
い
、
さ
ら
に
私
た
ち

の
人
生
設
計
に
大
き
く
関
わ
る

改
悪
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

職
場
内
で
は
、
当
局
は
こ
の

1
年
、
書
類
の
紛
失
を
理
由
と

し
た
闇
雲
な
管
理
強
化
の
諸
施

策
を
強
い
て
き
ま
し
た
。

　

東
北
大
震
災
へ
の
対
応
で
は

増山委員長あいさつ

　　　　夢とロマンあふれる職場
　　　　　をめざして奮闘しよう

　

前
大
会
の
決
定
事
項
と
し

て
①
日
本
労
働
運
動
に
お
け

る
産
業
別
組
合
へ
の
発
展
、

②
国
税
労
働
運
動
の
発
展
・

継
承
を
「
二
つ
の
意
義
」
と

位
置
付
け
た
国
家
公
務
員
一

般
労
働
組
合
（
国
公
一
般
）

へ
の
加
入
問
題
は
、
こ
の
一

年
、
さ
ら
に
議
論
と
運
動
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
大
会
で

は
個
人
と
し
て
二
重
加
盟
す

る
こ
と
を
職
場
民
主
主
義
の

確
立
へ
向
け
た
、
新
た
な
る

公
務
産
別
組
織
め
ざ
す
も
の

と
し
て
満
場
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。

あ
ら
た
な
る
産
別
組
織
を
目
指
し
て

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

全
労
連
、
全
国
革
新
懇
、
全

証
労
協
、
国
会
職
連
、
自
由

法
曹
団
、
年
金
者
組
合
、
東

京
靴
工
組
合
、
国
民
救
援

会
、
全
商
連
、
全
国
税
近
畿

Ｏ
Ｂ
会
、
総
理
府
労
連
、
農

民
連
、
全
農
協
労
連
、
全
司

法
、
通
信
労
組
、
全
日
赤
、

全
印
総
連
、
中
央
労
金
、
郵

産
ユ
ニ
オ
ン
、
全
医
労
、
航

空
労
組
連
絡
会
、
特
殊
法
人

労
連
、
日
本
労
協
連
、
建
交

労
、
消
費
税
廃
止
各
界
連
、

日
高
校
、
国
民
春
闘
共
闘
、

国
労
、
情
報
通
信
労
組
、
新

婦
人
、
国
税
中
国
、
東
京
土

建
一
般
労
働
組
合
、
民
青
同

盟
、
日
本
学
生
支
援
機
構
労

働
組
合
、
日
中
友
好
協
会
、

全
労
働
、
全
損
保
労
組
、
国

公
共
済
会
、
原
水
協
、
昭
和

シ
ェ
ル
労
組
、
新
聞
労
連
、

保
団
連

　

来
賓
の
方
々

日
本
共
産
党
米
沢
労
働
局
次

長
、
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部

後
間
書
記
長
、
全
税
関
松
藤

委
員
長
、
国
公
労
連
九
後
書

記
次
長
、
全
厚
生
不
当
解
雇

撤
回
争
議
団
國
枝
事
務
局
次

長
、
国
税
O
B
会
全
国
協
議

会
渡
瀬
副
会
長

激
励
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

給
与
削
減
7
・
8
％
、退
職
金

四
百
万
円
減
に
怒
り
爆
発
！

全
国
税
、第　

回
定
期
大
会
開
催

70

国
公
一
般
へ
二
重
加
盟
決

国
公
一
般
へ
二
重
加
盟
決
定定

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

代議員の確信に満ちた発言に笑いの絶えない会場。

関信・高橋代議員の発言をメモする増山委員長、田山書記長と議長団。

 99％の
 一員とし
 て

唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
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〈
解
答
〉黒
1
の
出
か
ら
3
と

放
り
込
む
の
が
好
手
。
白
4

に
黒
5
、
7
で
白
死
で
す
。

黒
3
で
5
は
白
7
。
ま
た
黒

3
で
7
は
白
4
で
白
生
き
。

白
4
で
7
な
ら
黒
イ
で
白
死

で
す
。

９９％の力を結集し、原発をなくす運動に
　原発反対の運動が各地で広がっています。7月16日に代々
木公園で行われた「さよなら原発10万人集会」には17万人
もの人が集まりました。毎週金曜日に行われている、原発再
稼働反対の首相官邸包囲行動にも、毎回数万人の人が参加し
ています。９９％の力を結集し、原発をなくす運動に積極的に
参加しなければなりません。
庶民に負担の重い消費税率の引き上げに対して怒り
　野田政権は、自民党と公明党との談合により消費税増税法
案を成立させました。税と社会保障の一体改革のうち、社会
保障の将来像を示さないまま増税法案のみを切り離して、先
行して成立させたものです。法人税減税などで大企業・大資
産家を優遇しながら、庶民に負担の重い消費税率の引き上げ
を押し付けていることに対して怒りをおぼえるものです。
「賃下げ違憲訴訟」に結集し勝利のために奮闘を
　8月8日に人事院勧告が出されました。勧告は、4月から「給
与改定・臨時特別法」が施行されたもとで、7.67％の官民格
差を確認しながら、月例給・一時金とも改定を見送るととも
に、50代後半の給与を抑制するため昇給・昇格制度を見直すと
しています。憲法違反の「賃下げ法」を人事院が「未曾有の
国難に対処するため」として容認したことは、労働基本権制約
の「代償機関」たる責務の放棄に他なりません。公務労働者
の生活を守るために「賃下げ違憲訴訟」に結集し勝利のため
に奮闘していかなければなりません。

大
会
宣

大
会
宣
言言
（
要
旨
）

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

新
役
員
紹

新
役
員
紹
介介

職場の仲間の皆さん
　「改正」国税通則法による調査手続きの整備が2013年1月から始まりま
す。調査手続きが整備されたことについては評価できます。しかし、調査
手続きの整備に伴い、労働強化とならないよう調査件数の削減などを求め
ていかなければなりません。マスキングの問題も労働強化に拍車をかけて
います。労働強化反対の運動を強めていかなければなりません。
　私たちは、職場から労働条件改善のたたかいを展開する決意を固めてい
ます。「99％の一員として夢とロマンあふれる職場をめざして奮闘しよ
う」は全国税労働組合第70回定期大会が掲げたスローガンです。本大会の
名で、職場の仲間の皆さんのこの全国税運動への参加を訴えるものです。

　2012年8月20日　　　　　　　全国税労働組合第70回定期大会
曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

【
中
央
執
行
委
員
長
】

増
山　

満
樹（
東
京
西
・
再
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

阿
部　

富
次（
関
信
局
・
再
）

真
貝　

正
治
（
埼
玉
・
新
）

稗
田　

慶
三（
南
大
阪
・
新
）

【
書
記
長
】

山
本　

浩
二（
東
京
中
・
新
）

【
書
記
次
長
】

朴
木　

昭
一（
東
京
西
・
再
）

【
中
央
執
行
委
員
】

室
田　

修
司
（
道
中
・
再
）

桂
山
千
代
典
（
宮
城
・
新
）

水
落　

廣
之
（
新
潟
・
再
）

小
林　

寛
昭（
東
京
西
・
再
）

藤
平　

和
良（
東
京
中
・
再
）

山
口
潤
一
郎（
東
京
西
・
再
）

一
森　

進
治（
東
京
南
・
再
）

高
橋　

誠
（
東
京
中
・
再
）

木
村　

和
由（
東
京
東
・
再
）

豊
田　

啓
子（
神
奈
川
・
再
）

山
道　

外
誠（
東
京
南
・
再
）

池
ノ
谷
正
美
（
愛
知
・
再
）

澤
田　

孝
司
（
魚
津
・
再
）

松
本　

純
治（
東
大
阪
・
再
）

前
川　

幸
徳
（
香
川
・
再
）

堀
切　

幸
一（
鹿
児
島
・
新
）

【
会
計
監
査
委
員
】

北
村　

満
男（
埼
玉
・
再
）

中
原　

賢
二（
三
多
摩
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

吉
岡　

正
範
（
千
葉
・
再
）

退
任
さ
れ
た
役
員

佐
藤　

勉
（
岩
手
）

中
島　

計
衛
（
群
馬
）

田
山　

文
武
（
東
京
・
西
）

山
根　

敏
典
（
北
大
阪
）

中
尾　

清
次
（
福
岡
）

せ
、
質
問
を
受
け
さ
せ
て
い

る
の
か
」
と
、
仕
事
内
容
に

苦
言
が
あ
っ
た
。

【
上
席
が
不
安
か
ら
加
入
】　 

　

久
米
代
議
員
（
愛
知
東
）

　

加
入
の
き
っ
か
け
は
当
局

が
本
人
の
希
望
を
無
視
し
た

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
動
機
。

　

彼
に
単
身
赴
任
や
遠
距
離

通
勤
を
打
診
し
て
き
た
の

で
、
不
安
に
な
り
全
国
税
を

選
択
し
た
。

　

当
局
は
万
年
上
席
を
狙
っ

て
仕
事
を
さ
せ
る
よ
う
不
安

を
あ
お
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
賃
下
げ
で
配
転
に
配
慮
】　 

　

井
原
代
議
員
（
四
国
）

　

四
国
で
も
6
級
ポ
ス
ト
を

日韓税務労働者の
交流に先鞭

韓国・羅州税務署職員

復復帰帰4400年年、、組合差別打破組合差別打破をを
共
同
闘
争
・
共
同
行
動
で

さ
ら
な
る
前
進
を
！

第　

回
全
国
税
・
沖
縄
国
公
労
全
税
支
部
協
議
会
定
期
大
会
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【
職
場
の
情
報
を
ツ
イ
ー
ト
】

　

酒
井
代
議
員
（
北
海
道
）

　

組
合
員
間
の
情
報
を
共
有

化
す
る
た
め
、
職
場
の
情
報

を
「
ツ
イ
ー
ト
」
と
し
て
知

ら
せ
あ
う
こ
と
で
、
玄
関
前

カ
ン
パ
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
な
が
っ
た
。

　

先
日
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
で
検

索
す
る
と
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
名
古
屋
局
の
職
員
が
イ
ニ

シ
ャ
ル
ト
ー
ク
を
や
っ
て
い

る
。
こ
う
言
う
形
で
職
場
の

情
報
も
知
る
こ
と
が
出
来

る
。

【
震
災
実
態
を
日
韓
で
共
有
】

　

鈴
木
代
議
員
（
東
北
）

　

来
日
し
た
金
さ
ん
た
ち

と
、
石
巻
市
街
地
や
海
を
一

望
で
き
る
丘
に
登
っ
た
。
住

宅
地
は
今
で
も
ほ
と
ん
ど
家

が
な
い
。
鉄
筋
の
市
立
病
院

の
建
物
や
、
倒
れ
た
お
墓
し

か
残
っ
て
い
な
い
。
二
人
は

倒
れ
た
お
墓
に
手
を
合
わ
せ

て
く
れ
感
激
し
た
。

　

東
松
島
市
に
は
広
い
海
岸

が
あ
る
が
、
泳
い
で
い
る
人

は
2
～
3
人
で
、
後
は
海
岸

を
見
に
来
る
人
だ
け
だ
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
駅
も
全

く
使
え
ず
、
観
光
面
か
ら
も

震
災
の
影
響
が
残
っ
て
い

る
。

【
違
憲
賃
下
げ
訴
訟
で
奮
闘
】

　

高
橋
代
議
員
（
関
信
）

　

賃
下
げ
違
憲
訴
訟
の
原
告

団
の
一
人
。
地
域
の
争
議
団

支
援
の
ビ
ヤ
パ
ー
テ
ィ
ー
で

も
訴
え
た
。

　

民
間
単
組
と
と
も
に
、
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る

　

兵
庫
か
ら
洲
本
税
務
署
に

勤
務
し
て
い
る
、
ま
た
は
淡

路
島
か
ら
通
っ
て
い
る
職
員

は
高
速
バ
ス
を
使
っ
て
い
る

が
、
通
勤
手
当
が
全
額
で
な

い
た
め
６
千
～
７
千
円
の
持

ち
出
し
に
な
る
。
人
事
院
近

畿
事
務
局
も
頭
を
抱
え
て
い

る
問
題
で
、
今
後
も
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

本
部
回
答　

中
国
国
公
が
人

事
院
交
渉
で
、
有
料
の
架
橋

を
通
る
バ
ス
の
利
用
者
で
も

通
勤
手
当
を
勝
ち
取
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

【
当
局
の
運
営 

人
事
院
が
苦
言
】  

 
北
原
代
議
員
（
東
京
西
）

運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
有
料
架
橋
の
通
勤
手
当
】　

明
石
代
議
員
（
近
畿
）

   
６
月
に
「
非
常
勤
職
員
事

務
運
営
指
針
」が
出
さ
れ
た
。

　

非
常
勤
職
員
を
一
元
管

理
、
副
署
長
を
ト
ッ
プ
に
年

４
回
評
価
し
、
必
要
な
ら
指

導
す
る
と
厳
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

人
事
院
交
渉
で
非
常
勤
の

実
態
を
取
り
上
げ
た
が
「
国

税
は
非
常
勤
を
窓
口
に
出
さ

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　

金
東
日
さ
ん
、大
会
に
招
請

　

私
は
韓
国
国
税
庁
の
内
部

掲
示
板
に
一
遍
の
意
見
を
書

い
た
こ
と
で　

ヵ
月
も
の

30

間
、
罷
免
と
裁
判
と
い
う
過

酷
な
苦
痛
を
味
わ
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
時
期
に
、
同

じ
国
税
庁
に
勤
務
し
て
い
る

と
い
う
だ
け
で
遠
路
を
厭
わ

ず
駆
け
つ
け
、
力
と
勇
気
を

与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
事
、

本
当
に
深
く
心
に
染
み
、
感

謝
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
れ
は
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
た
赤
い
布
で
す
。

こ
の
赤
い
布
に
込
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
切
な
る
祈
願

で
あ
り
、
天
の
力
ま
で
借
り

た
い
と
い
う
あ
が
き
で
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
懇
切

な
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お

か
げ
で
、
私
は
予
想
し
て
い

た
期
間
よ
り
早
く
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
全
国
税
労
働
組

合
の
組
合
員
の
皆
様
！

　

私
は
自
分
に
課
せ
ら
れ
た

厳
し
い
苦
痛
の
前
に
、
何
回

も
生
き
る
希
望
を
手
放
し
た

く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

皆
様
の
激
励
と
期
待
を
忘
れ

な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う

し
て
勝
利
を
勝
ち
取
り
、
今

こ
の
場
に
立
つ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
風
に
晒
さ
れ
ず
咲

く
花
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
雨

に
濡
れ
ず
咲
く
花
も
ま
た
あ

り
ま
せ
ん
。
花
は
風
に
晒
さ

れ
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
、
そ

の
宿
命
と
し
て
暖
か
く
咲
き

誇
る
も
の
で
す
。

　

後
日
、
私
た
ち
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
、
あ
な
た
方
は
何

を
し
て
来
た
か
と
聞
か
れ
た

勝
ち
取
っ
た
。
局
長
の
「
給

料
が
下
が
っ
た
の
で
配
転
に

配
慮
し
た
」
お
か
げ
で
、
組

合
員
の
単
身
赴
任
が
1
年
で

解
消
し
た
。
局
長
の
発
言
ど

お
り
、
単
身
１
年
で
解
消
が

目
立
つ
が
、
ナ
ン
バ
ー
統
括

等
で
遠
距
離
配
転
も
目
立

つ
。

【
管
理
職
も パ

ワ
ハ
ラ
被
害
？
】 

　

長
岡
代
議
員
（
九
州
）

　

あ
る
署
の
1
統
括
が
年
明

け
か
ら
出
勤
し
な
く
な
っ

た
。
別
の
署
で
は
、
総
括
が

納
税
表
彰
式
終
了
後
出
て
こ

な
く
な
っ
た
。

　

共
通
す
る
の
は
副
署
長

が
、
事
細
か
く
指
示
を
す
る

よ
う
だ
。

時
に
、
世
界
の
平
和
と
人
類

の
繁
栄
、
正
義
の
た
め
に
全

て
を
賭
け
て
闘
っ
た
と
答
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
、
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　

オ
ス
プ
レ
イ
の
問
題
で
は

全
県
民
集
会
が
行
わ
れ
る
。

非
組
合
員
に
も
呼
び
掛
け
て

集
会
成
功
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

自
分
自
身
も
リ
ハ
リ
ハ
を

4
月
か
ら
6
月
に
4
件
や
っ

て
き
た
。
全
国
税
同
様
、
調

査
件
数
を
減
ら
せ
と
要
求
し

て
い
る
が
、
東
京
の
「
件
数

を
立
て
な
い
」
と
い
う
考
え

は
納
得
で
き
る
。

　

要
求
書
を
提
出
す
る
が
今

日
の
論
議
は
参
考
に
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
と
も
に
行

動
を
し
て
い
き
た
い
。

 
後
間 
全
税
支
部
書
記
長
挨
拶

こ
し
ま

　

国
公
労
働
者
へ
の
厳
し
い

攻
撃
が
続
い
て
い
る
。
賃
下

げ
に
加
え　

歳
代
後
半
へ
の

５０

賃
上
げ
抑
制
の
人
勧
、
さ
ら

に
退
職
金
引
下
げ
の
閣
議
決

定
が
さ
れ
た
。
沖
縄
国
公
労

傘
下
の
各
支
部
（
各
省
庁
毎

に
支
部
）・
分
会
は
三
役
会
議

を
開
い
て
政
府
あ
て
決
議
や

抗
議
ハ
ガ
キ
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

復
帰　

周
年
の
節
目
の
折
、
全
国
税
と
全
税
支
部
が

40

国
税
労
働
者
の
一
致
す
る
要
求
・
課
題
に
基
づ
き
闘
い

を
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
、
そ
の
力
で
組
合
差
別
を
打
破

し
て
い
く
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。


